
第42回 全国中学校バスケットボール大会 公式サイト
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OT

4 × 20 3 4 3 1 4 × 11 3 1 0 2
5 × 2 0 1 0 0 5 ／ 0 0 0 0 0
6 × 0 0 0 0 0 6 × 12 0 6 0 1
7 ／ 2 0 1 0 1 7 ／ 0 0 0 0 0
8 × 14 0 7 0 3 8 × 10 0 5 0 1
9 DNP 0 0 0 0 0 9 ／ 3 1 0 0 0
10 DNP 0 0 0 0 0 10 × 12 0 6 0 2
11 DNP 0 0 0 0 0 11 × 21 0 10 1 1
12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 × 10 0 4 2 1 13 DNP 0 0 0 0 0
14 DNP 0 0 0 0 0 14 ／ 3 1 0 0 1
15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0
16 ／ 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0
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Team Ｂ

篠浦　拓心
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豊野

反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

48

Team Ａ

ＦＴ 反則 選　手　名　前

豊野

出場

露口　祐輔
松本　雅樹

橘　十志貴
武田　星太郎

沖田　剛
松尾　季風
苗田　将輝

(愛媛県)

【戦評記入者】

得点番号 得点 ３Ｐ

早舩　伶

２Ｐ

Team Ｂ

番号

生野　翔太
須田　恵哉

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　１Q、豊野はオールコート1-2-2ゾーンDefからハーフコート2-1-2ゾーンDef、対して拓南はハーフコートマンツーマンDefで
スタート。立ち上がり、豊野は#4の３Pやドライブインなどで得点を重ねる。流れがつかめない拓南は試合が5分が経過したと
ころでたまらずタイムアウト。拓南は#4の連続３Pや#11のリバウンドシュートなどで追撃を試みる。流れをつかんだ拓南は大
いに追い上げ、1Q終了してみれば豊野18―17拓南となった。２Q、豊野はハーフコートマンツーマンDefに変えてスタート。豊
野は攻めどころが見つからず、うまく加点することができない。拓南は#10と#11を中心にゴール下の主導権を握り、効果的に
得点を重ね、逆転に成功する。豊野は#8のジャンプショットなどで何とか喰らいついていくが、じりじりと点差が開いていく
展開となった。豊野28-35拓南で２Q終了。
　３Q、両チームともハーフコートマンツーマンDefでスタート。豊野は#8のジャンプシュートや#4の３Pなどで得点を重ねて
いく。しかし、拓南は#8の連続得点や#4の３P、ドライブインからのあわせのプレーなどリズム良く得点を重ね、さらにリー
ドを広げる。拓南が終始主導権を握ったまま３Q終了、豊野37-54拓南。４Q、流れは変わらず拓南。シュートが外れてもリバ
ウンドを制し、確実に加点していく。豊野は果敢にリバウンドに飛び込むも、拓南は制空権を掴んで離さない。途中、拓南の
リバウンドの中心を果たしていた#10が負傷退場となった。流れが豊野に傾くかに見えたが、拓南はこぼれたルーズボールを
全員で拾い、流れを渡さなかった。豊野48-72拓南となって試合終了。拓南が準決勝進出を決めた。
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【戦　評】

大会名

カテゴリー

主　審

副　審

日　時

会　場

コート

桐山　慶太
大塚　公平

清水　翔太

選　手　名　前

高石　将一朗

Team Ａ

小森　風貴
鈴木　皐生

富谷　覚
山崎　竜之介

尾下　桂子

安田　兼大
時岡　風弥
片山　耕稀
大丸　智樹

田中　英夫

岩井　将三

東日本大震災復興支援
平成24年度全国中学校体育大会

第42回全国中学校バスケットボール大会

春日部市総合体育館

平成24年8月23日(木) 16:28

Ｆコート

新屋　広晃

(埼玉県)

【ＢＯＸスコア】

出場

【得点経過】 第６試合

男子 決勝トーナメント準々決勝

江田　駿介
中森　優哉
齋藤　昌汰

72 拓南

柳澤　航
郡司　和希
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http://saitama.japanbasketball.jp/zenchu/index.html

